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福岡銀行の概要
平成1８年3月末現在

福岡銀行

６兆５６１９億円

福岡市中央区天神二丁目13番1号

5兆１１４９億円

預金残高

本店所在地

貸出金残高

店舗数
国内本支店 １５８
出張所 ９
海外駐在員事務所 ３

CD/ATM １,２２２台
為替振込機 ８台

３,０３１名従業員数

自動化機器

営業店端末 １,３７４台

明治10年9月創業

代表者 取締役頭取 谷 正明

※従業員数：出向者･嘱託･海外現地採用者を含まない
※自動化機器台数：提携先の設置分を含まない



１．システム共同化の概要
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システム共同化の狙い

経営戦略上の課題経営戦略上の課題 □システム戦略の再構築
－情報系システムを中心に機能強化
－スピィーディーな開発体制確立
－システムコストの抑制

☆共同化により生じる余力を、今後飛躍的に増大する新たな
IT戦略に積極的に投資

システム共同化の狙いシステム共同化の狙い

より良いシステムを早く安く

☆システム関連経費の大幅な削減

☆お客様のニーズに応える新商品・新サービスを迅速に提供
できる競争力のある基幹システムを早期に構築

基本コンセプト基本コンセプト
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平成11年8月

平成12年1月

平成12年7月

平成12年8月

平成13年1月

平成14年1月

平成14年6月

平成15年1月

システム共同化基本合意

システム共同化最終合意

共同開発契約締結

共同データサービス㈱設立

総合有価証券システム稼働総合有価証券システム稼働

福岡銀行共同システム稼働
（勘定系、情報系、対外系 他）

福岡銀行共同システム稼働
（勘定系、情報系、対外系 他）

広島銀行共同システム全面稼働広島銀行共同システム全面稼働

（福岡銀行）
運用業務

アウトソーシング

（両行）
運用・開発業務
アウトソーシング

構築完了

詳細検討

要件定義

システム開発

順
次
稼
働

先
行
稼
働
シ
ス
テ
ム

福岡銀行共同システム稼働
（国際系、融資支援）

福岡銀行共同システム稼働
（国際系、融資支援）

システム共同化の歩み
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システム構築の概要

両行の先進システムをベースとし、かつ
新規機能を付加した共同システム基盤を構築

両行の先進システムをベースとし、かつ
新規機能を付加した共同システム基盤を構築

広島銀行ｼｽﾃﾑﾍﾞｰｽ

・対外系システム

・国際系システム 等

・勘定系システム

・証券システム 等

福岡銀行ｼｽﾃﾑﾍﾞｰｽ 新規構築システム

・融資支援システム

・ＭＣＩＦ 等

投入コスト

１８０億円

投入コスト

１８０億円

開発規模

１万3,000人月

開発規模

１万3,000人月

システム構築に要した期間・コスト・開発規模

構築期間

3年６か月

構築期間

3年６か月

広島銀行は銀行システムの中心である勘定系システム
の全面更改・事務取扱手続の全面改訂
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共同システム概要図

バックアップセンター（福岡市）

バックアップコンピュータ

勘定系（預金、融資、為替　等）

データウェアハウス

システム開発（ＣＳＯＬ福岡事業部）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾃﾚﾎﾝ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ広島銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

福岡銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾃﾚﾎﾝ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ネットワーク網

共同センター（広島市）

本番稼働コンピュータ

システム開発（ＣＳＯＬ広島事業部）

対外系

アクセスハブ

ＭＣＩＦ

融資支援

情報系（情報照会）

等

口座振替

国際系

ネットワーク網

専
用
回
線

福岡銀行
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

広島銀行
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

広島銀行
コンピュータ

福岡銀行
コンピュータ

バックアップセンター（福岡市）

バックアップコンピュータ

勘定系（預金、融資、為替　等）

データウェアハウス

システム開発（ＣＳＯＬ福岡事業部）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾃﾚﾎﾝ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ広島銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

広島銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

福岡銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

福岡銀行の各支店

ＡＴＭ窓口端末情報端末

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾃﾚﾎﾝ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ネットワーク網

共同センター（広島市）

本番稼働コンピュータ

システム開発（ＣＳＯＬ広島事業部）

対外系

アクセスハブ

ＭＣＩＦ

融資支援

情報系（情報照会）

等

口座振替

国際系

ネットワーク網

専
用
回
線

福岡銀行
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

広島銀行
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

広島銀行
コンピュータ

福岡銀行
コンピュータ
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システムの構成

勘定系ディレードﾞ
勘定系ディレードﾞ

勘定系オンライン
勘定系オンライン

対外系システム口座振替システム

為替イメージ

処理システム

手形イメージ

処理システム

イントラネット
イントラネット

情報照会融資支援

データウェアハウス
データウェアハウス

国際系システムテレバンシステム

ｱｸｾｽﾊﾌﾞ

営業店システム

電子帳票

事務量

収益管理 原価計算 ＡＬＭ

本部決算

インターネット

バンキング
ｵｰﾄｺｰﾙ

個人ﾛｰﾝ審査 取引履歴

操作

勘定系システム 情報系システム

規定集電子化

その他
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狙い

新サービスへ
の対応

セールス支援
機能の強化

主な実現機能

(1)24時間365日稼動のインフラ整備（ただし土、日夜間休止）
(2)ＡＴＭ取引の機能拡大（暗証番号変更、総合口座定期預金解約機能を追
加）

(1)情報系システムの再構築（顧客情報、計数情報などのデータベースを整
備）

(2)窓口、渉外、テレバンなどの取引情報を連携したＣＲＭ機能の実現
(3)テレバン・テレマの機能強化（投信販売、ローン商品の拡大等、サービス

機能の追加）とシステム一体化による連携強化

融資業務の
効率化

(1)融資支援システムの構築により、審査の精度向上と審査プロセスのスピー
ドアップ および稟議承認内容の登録作業省力化など融資業務を効率化

(2)個人ローンの本部ｾﾝﾀｰ集中化による営業店事務の軽減

営業店事務
の改善

(1)新営業店システムの導入により端末オペレーションを効率化
(2)勘定締上げの改善による営業店事務効率化
(3)規定電子化システムの導入により営業店での利便性を向上

事務リスク
への対応

システム
安全性強化

(1)災害バックアップセンターの設立（勘定系システムは24時間以内に復
旧）

(1)取引承認ならびに確認権限のオンライン管理化
(2)オペカードの改善（取扱者の取引金額制限、取扱者を取引票へ印字）
(3)重要用紙管理の厳正化（責任者・担当者間の授受のオンライン化）

競争力
の強化

合理化・

効率化

の推進

リスク管理
の強化

共同システムの狙いと実現機能



10

共同システムの継続的拡大

システム化可能領域（福岡）

システム化可能領域（広島）

福岡独自
システム

広島独自
システム

共同利用型
基幹システム

ｼｽﾃﾑ更改

ｼｽﾃﾑ更改

①
共
同
化
範
囲
の
拡
大

追加開発
案件

②
共
同
シ
ス
テ
ム
の
追
加
開
発

新規の
共通ｼｽﾃﾑ
化案件

新規の
個別ｼｽﾃﾑ
化案件

新規の
個別ｼｽﾃﾑ
化案件
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共同システムの徹底活用

店頭

融資渉外

本部集中

本部スタッフ

部長

役員

還元資料

規程集電子化

投信・保険

預金・融資
口振・為替

インターネット
バンキング

情報照会

融資支援

テレバン・センターブレイン・不動産評価等

事務集中ｼｽﾃﾑ

イントラネット

統合ＤＢ

イントラ
ネット

顧客
商品
ｻｰﾋﾞｽ
提供

情報系システム 勘定系システム

活用推進やモニタリングを一元
的に担う部門を設置。

高
度
化
・
戦
略
的
活
用
化

シ
フ
ト
化

情
報
の
迅
速
化
・
共
有
化

事務統括部を中心に
活用を推進。

両行システムの全体概要と方向

安定稼働

増
加
傾
向

ＡＬＭ
MCIF

営
業
店

ＣＲＭ

イントラ
ネット

収益管理

今後、迅速な意思決
定を支援するシステ

ムが求められる

ＡＴＭ

外為

共同化により競争力のあるシステム基盤が完成共同化により競争力のあるシステム基盤が完成
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共同システムの徹底活用

元気がない企業元気がない企業

ＩＴ基盤を徹底活
用するための推進
を実施

取引先に対しＩＴ
活用支援を実施し、

活性化を図る

徹底
活用
層

徹底
活用
層

そこそこ
活用している

層

そこそこ
活用している

層

ＩＴ基盤を活用
していない層

ＩＴ基盤を活用
していない層

取引先が活性化するために必要な
金融サービスや情報を提供

全行員がＩＴ基盤を徹底活用する
ために必要な体制や道具を提供

行内 法人取引先

収
益
貢
献
度

元気をなく
している企業

元気をなく
している企業

情報活用
を推進

取引先の
ＩＴ化を支援

中小企業
ポータル

法人インターネット
バンキング

ＥＩＰ
（企業情報ポータル）

データの
蓄積･整備

生産性
が高い

生産性
が低い

収
益
貢
献
度

収益獲得
機会の拡大

役立つ情報の
提供や収集

ＩＴによる
手段の提供

情報提供
情報蓄積

問題解決型の
人的支援体制

ＩＴ活用戦略

ＩＴ基盤 ＩＴ基盤

元気
企業

元気
企業

底上げ
底上げ

急激に進化するＩＴは、戦略的
に活用することで他社に対して
差別的優位性を確保できる。



２．融資支援システムの概要



14

新規開発

統合

システム開発の経緯

貸出稟議事務の機械化
（稟議書をUBT端末で印刷）

昭和61年広島稼動
平成３年福岡稼動

【紙ベース】
・与信:勘定系、保全:個別登録
・勘定系との連携なし
・各システムとの連携は限定的

広
島

貸出先総括表

A社

貸出先総括表

A社

貸出稟議書

手貸 1億円

貸出稟議書

手貸 1億円

平成11年８月 稼動に向けて

システム共同化基本合意

稟議事務

格付・自己査定

福
岡

様式・ﾚｲｱｳﾄの
統一

言葉の統一

事務フロー
の統一

帳票名称の
統一

勘定系の
統一

規定の統一勘定系
（福岡銀行に）

貸出稟議事務の機械化
（稟議書をUBT端末で印刷）

【紙ベース】
・与信:勘定系、保全:個別登録
・勘定系との連携は一部あり
・各システムとの連携は限定的

取引先要項

X社

取引先要項

X社

貸出稟議書

手貸 1億円

貸出稟議書

手貸 1億円
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融資支援システムの狙い

信用リスク管理

の強化

信用リスク管理

の強化

審査プロセスの

スピードアップ

審査プロセスの

スピードアップ 融資業務の効率化融資業務の効率化 信用情報の
データベース化推進

信用情報の
データベース化推進

○融資事務に、
ワークフローシステムを導入
（業務ﾌﾟﾛｾｽのｼｽﾃﾑ管理）

○稟議書をはじめ、格付申請書
や自己査定資料の搬送時間が
無くなる。

○融資事務に、
ワークフローシステムを導入
（業務ﾌﾟﾛｾｽのｼｽﾃﾑ管理）

○稟議書をはじめ、格付申請書
や自己査定資料の搬送時間が
無くなる。

○パソコン上で、
殆どの融資事務が可能

○案件受付段階から、
決裁、実行、事後管理まで
をシステム管理

○稟議書等の保管・管理の
システム化

○パソコン上で、
殆どの融資事務が可能

○案件受付段階から、
決裁、実行、事後管理まで
をシステム管理

○稟議書等の保管・管理の
システム化

○情報の登録・管理
（氏名等により検索/照会可能）
・取引先（債務者）情報
・保証人情報
・仕入先販売先情報
・商手支払人情報

○帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸの情報(評点)や、
株価･外部格付情報との
データ連携

○情報の登録・管理
（氏名等により検索/照会可能）
・取引先（債務者）情報
・保証人情報
・仕入先販売先情報
・商手支払人情報

○帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸの情報(評点)や、
株価･外部格付情報との
データ連携

○格付・自己査定の業務統合（詳細検討中）
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新旧の事務フロー
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融資統合データベース（データウェアハウス）

融資支援システムの概要

稟議支援システム

取引先要項システム

保証人管理システム

財務情報システム

担保管理システム

不動産担保管理システム

格付自己査定システム

デフォルト債権管理システム

１

２

３

４

５

６

７

８

９

システム名称Ｎｏ

融資業務情報を一元管理
（債務者属性/稟議/格付…をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）

貸出稟議書の電子化・ﾜｰｸﾌﾛｰ化
稟議書のシステム保管 等

債務者の基本情報を登録・管理
本部／営業店で照会できる

保証人情報のデータ登録・管理
氏名による照会可、保証履歴を蓄積

財務情報をパソコンから照会

担保情報一元管理
有価証券価額を日々反映

不動産担保管理システムと
データ連携

信用リスクに関する定量的・経常的
データを融資支援システムと連携

実質破綻先以下の情報管理と
二次査定支援

備 考
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システムの構成

○融資業務とシステムの概要

外部データ
・帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸ/株価等

　格付ワークフロー

～案件受付～
　(新規貸出）

　稟議ワークフロー

（還元資料） 　・ﾘﾓｰﾄﾁｪｯｸを

　　経て

　各種ﾃﾞｰﾀ管理 　・ｲﾒｰｼﾞ撮影

　　保管

～各種期日・延滞等管理～ ・取引先情報

　（既存貸出先の途上管理） ・与信関連名寄
・担保登録
・保証人管理 　　の対象外あり

・各種期日管理
etc.

単独運用

（サブシステム　--）

事務推進部 福銀不動産調査 ふくおかｻｰﾋﾞｻｰ

＊手貸・預担等

システム

デフォルト債権
管理システム

(小口ｽｺｱﾘﾝｸﾞ)
システム信用情報 システム

財務登録外部個人

保証協会等外部
とのデータ連携

債権書類
集中システム

自己査定・信用リ
スク定量化ｼｽﾃﾑ

営業支援システム
（ブレイン）

不動産評価

　＊貸出案件管理

　＊ﾛｰﾝｸﾞﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

《勘定系ホスト》

《融資支援システム》

連携

約定書の集中保管

連携 連携

取込

連携

連携

連携

稟議案件化(登録)

登録

各種照会・登録（電子化）を使用

格付の取得
※カスタマイズの
要否確定必要
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稟議のワークフロー
 

取引先情報の作成 

取 引 先 管 理 稟 議 支 援 

共 
 
 

同 
 
 

化 
 
 

後 

 

・稟議案件を登録

案 件 登 録

・付表・実同一覧 等
を自動添付 

稟 議 書 出 力

・稟議添付資料を任意
選択（定型・独自）

添付資料の選択

・営業店意見、添付
資料の内容等入力

稟 議 書 作 成

 

 
〇実行オペは
勘定系端末
で処理 

 
〇稟議承認内
容と実行内
容をシステ
ムチェック

勘定系端末

進捗状況の管理……稟議案件の進捗状況を「本支店」で閲覧可能

・稟議案件の登録管理 ・稟議の回付／審査進捗状況管理 ・決裁済稟議の一覧

案 件 一 覧 稟議進捗一覧 稟 議 書 一 覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○稟議決裁に際

し、条件・指示
等が付された場
合、上記管理メ
ニューに自動登
録 

 
   ↓ 
 
条件・指示等の
履行後は、 
対応日 等を 
登録 

 
 
 
 
 

貸出条件整備簿 
（貸出条件履行管理）

 

・取引先情報 
・金融機関取引状況

・担保登録 

取引先管理 

担 保 管 理 

・手形支払人情報 

・担保台帳の照会 

・CASTER／あらかん

・実同名寄せの登録 

不動産担保管理 

財務総合情報 

商手支払人管理 

名 寄 せ 

保 証 人 管 理 

 
 
 
 

営  業  店 
1．電子回覧 (回付先を指定)
2．支店長申請承認 
※審査履歴をシステム管理

本 店
 
 

 
〇営業店は回付／決裁
状況の確認が可能 

〇決裁登録により決裁
済稟議データを営業
店に自動送信 

電子回覧 決裁登録

営 業 店 
 
 

 
○可決稟議データを  
 ＵＢＴに自動登録

 

電子送信 

 

電子送信 

決 裁 確 認 

・保証人情報 

 
(本)(営)連絡表 

 
指示等期日管理一覧

 

  
回付…稟議書に押印 
授受…行内メール便 
決裁…稟議書の返送より確認 

稟議書作成 回付・送付・決裁・受領・決裁確 保存・条件管理実行

従 

来 

決裁済稟議書と対
査し、コード入力に
より伝票起票 

貸 出 先 総 括 表 貸出稟議書 
管理簿(ペーパー)
に転記 


